
第５回オンライン自主研修 感想・意見 

① 本年２月９日（火）に視聴し

た講演を再度視聴することになり

ましたので、専門的で難しい内容

ですが、幾分理解が進んだと思い

ます。 

 刑務所に入所される方々の中

で、薬物依存者は少なくありませ

ん。そのため、将来、薬物依存の

方を対象に面談を行うことも想定

されます。その意味で、下記の内

容は、心に留めておきたいと思い

ます。 

 【薬物使用対象者への最初の接

し方について】 

 〇普通の人として接する。 

 〇プライドを傷つけない。 

 〇最初の面談のときは、薬物の

話はしない。 

 〇長い生活史の中で形作られて

きたものなので、なかなか変えら

れないことを理解する。正論では

解決しない、聞き流すことも必

要。 

 

② 今は死語となった「仕事依存」は懐かしい。まさに「仕事人間」「企業戦士」世代です。 

さて、保護司の接し方は 

・「普通の人」として接する 

・自尊感情を傷つけない 

・正論は反発されるだけ、聞き役に徹する 

・長い目で見る 

・最終判断は本人である 

などで、保護司の役割は、ダルク、ＮＡへの橋渡し役である。 

とてもゆっくり、丁寧で分かりやすい内容であった。 



③ 「やめたい」けど「やめられない」私の知り合いの中にも、そのような境遇の中におられる方がお

ります。人柄もよく、仕事もできる。しかし、クスリをしているときは凶暴な暴力的な人へと変貌して

しまいます。それが落ち着くと「また、やってしまった、死にたい」と泣きながら電話をしてくる。 

「一度でもしたら常習者」と和田清先生がおっしゃっていた通りだと思います。では、「一度したら終

わり」なのか。確かにある部分においては回復しないという現実があります。しかし、周りの人が見捨

てない限りは、立ち直る可能性がゼロではないと思います。 

 私の友人は、薬物と戦いながら、小さな畑を耕し、自然に触れながら生活をしています。今年もさつ

まいもが届きました。関わり続けることは、決して無駄ではないと確信しています。 

 

④ 薬物に関する知識がほとんど無かったので、『乱用』の概念に始まり、依存・中毒との違い、そし

て、嗜癖行動との違いなど、大変勉強になった。また、本人への支援もさることながら、家族への支援

の重要性について認識することもできた。そして、他の事案同様、普通に接することの大切さをあらた

めて学ぶことができた。 

 

⑤ 毎回講演会で感じる事ですが、上から目線でなく、先ずは保護司である自分自身が、対象者から学

ばせて頂く事の大切さ。 

 薬物依存では、表現がアディクションであろうが、依存であろうが、自身が精神的に依存している部

分をしっかり洗い出し、そこから脱却し、真の自立を目指して生きていないと、たまたま薬物依存に陥

った方に寄り添う事はできないと、改めて感じました。 

 ありがとうございました。良い学びの機会をありがとうございました。 

これ、ずっと YouTubeで流して頂きたいです！！そして、保護司以外の人間も観れるようになったら有

難いです。 

 

⑥ 「依存」は、見た目には全くわからない、脳の異常であること。身体依存と、禁断症状が出ないが

渇望するという精神依存の違いもよく分かりました。 

 薬物を使いがちな状況(空腹、怒り、孤独、疲労)は、どんな人にも起こりうる状況であること、薬物

依存者の特徴や望ましい接し方も学べました。 

 最後の Q&Aのコーナー(７問)が、実際の事例に対する詳しい回答と説明で、とても分かりやすく、今

後の保護観察の際に心に留めて対応出来れば、と思いました。 

 

⑦ 薬物依存症者に対して「普通の人として接する」と 

まとめでありましたが 

どの対象者、それに関わる人に対しても 

当たり前の事と感じ、また行動したいと思いました 


